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米国における教育の歴史社会学 ・ 社会史研究
　　　　　　　 一 「教育拡大」研究 の 理論 と方法 を中心 に一

河 野　仁

は じめ に

　海外 に おける教育 の歴史社会学 ・社会史研究の なか か ら優れ た業績をい くっ か と り

あ げ ， そ の 理 論 と方法に焦点をあて て 批判的 に検討 し， 今後の 日本で の 教育の 歴史社

会学 的研究に資す る議論を提供する こ とが本稿に 与え られ た課題で あ る 。 しか しなが

ら，紙面の 制約 もあ り ， こ こで は，お もに米国の 教育 に関す る歴史研究 ， なか で も 「教

育拡大」研究を 中心 に取 り上 げ る こ とに した い
。

　1966年に 発表 され た コ ール マ ン 報告 は ， 70年代の ア メ リカ教育社会学にお け る画期

的な業績 （cf．　Jencks　1972；Bowles 　and 　Gintis　1976；Collins　l979）の 出現を促す に

十分な イ ン パ ク トを持 っ 内容だ っ た。 家庭背景や生徒全体の 質が 教師や学校施設 ・設

備 とい っ た 学校資源よ りも大きな影響を生徒の 学業達成に 及 ぼ して い る ， とい う意外

な結論は ア メ リカ教育界に 大きな波紋を投げかけ だ
1）

。 そ れ を受 けて ，ア メ リカ教育史

の 分野で も，学校教育 は ア メ リカ の 民主 主義的理 想の 進展 に 寄与して きた とするそ れ

まで の 進渉 主義的教育史観を批判 し， 学校教育を め ぐる社会階級間の 葛藤を重視す る

「リヴ ィ ジ ョ ニ ス ト」教育史観 ， あ る い は 「リヴ ィ ジ ョ ニ ズ ム 」が 台頭 して きた

（Bailyn　1960；Katz　l968＝1975；Spring　1972；Greer　1972）
【2｝

。 学校教育 は社会 の エ

リー ト階級に よ っ て 労働者階級に押 しつ け られた もの だ ， とい うの が この 立場の 第一

人者 カ ッ ッ の 主張で ある 。

一 方， こ うした教育をめ ぐる階級支配を強調す る リヴ ィ

ジ ョ
ニ ス ト史観に 対 し ， 階級闘争だ け に こ だ わ らず よ り包 括的な 視座 か ら学校教育を

捉え よ う とす る研究 （Tyack 　 l974 ＝ 1976 ；Tyack 　 and 　 Comp 　 1967；Tyack 　 and

ノ
ー

ス ウ ェ ス タ ン大学大学院

55

N 工工
一Eleotronlo 　Llbrary 　



The Japan Society of Educational Sociology

NII-Electronic Library Service

The 　Japan 　Soolety 　of 　Eduoatlonal 　Soolology

Hansot 　 l982 ；Tyack　 et 　aL 　 1984 ；Tyack 　and 　Benavot 　 1987；Kaestle　 1973こ 1983 ；

Kaestle ＆ Vinovskis　 1980；Kantor　1986　・＝　1988；Rubinson 　 l986；Craig　 1981）， さ

らに 80年代 に入 っ て か ら 「ポ ス ト ・リヴ ィ ジ ョ
ニ ス ト」 とで も呼ぶ べ き教育史観 を

も っ た後続の 研究が現 れて きた （Cohen　 1990 ；Hogan 　 1985；Home11984 ；Perlman

l988；Peterson 　1985；Wrigley 　1982；Katznelson ＆ Weir　1985）。 また ， リヴ ィ ジ ョ

ニ ズ ム を真 っ 向か ら批判 し， 学校教育は貧 しい 移民 の 子 に社会的上昇移動 の 機会を提

供 して きた との 肯定的 な側面 を 強調 す る リベ ラ ル な 教育史観 か らの 巻 き返 しもあ る

（Ravitch　1974＝ 1977＝　 1983；Ravitch　and 　Goodenow 　 1983）Q

　こ う した教育史研究に 共通 の テ
ー

マ は ， 19世紀後半か ら20世紀初頭にか けて の 「教

育の 拡大」， 特 に 都市部 に お け る公教育の 拡大 と制度化で ある 。 「なぜ子供 は学校 へ い

くの だ ろ うか 。 なぜ今の 子供 は 昔の 子供 よ り もず っ と長 い 期間を学校で 過 ごすg）だ ろ

うか
。

なぜ教育 は 拡大す る の だ ろ うか 。 」こ うした問い が 教育拡大研究の 基本的な 問題

関心で ある 。 この よ うな問題関心 は ア メ リカ に おい て も60年代以 前に は あま り重要視

されて い なか っ た よ うだが ， 上述 の よ うに ，

1丿ヴ ィ ジ ョ ニ ス トの 登場 に よ っ て に わ か

に脚光を浴び る よ うに な っ た 。 「教育拡大」 とは ， 具体的に い え ば ， 就学率の 上昇で あ

る 。 と同時 に ， 年間授業時間数の 増加 ， 平均出席率 の 上 昇 も教育拡大の 指標で あ る 。

こ れ らが なぜ上昇 （あ る い は下降）す るの か を説明す るた めに ， 技術的機能主 義理論 ，

人的資本論，葛藤理論な ど ， これ まで に さ まざまな パ ラ ダイ ム か ら理論仮説 が提示 さ

れて きた 。 ク レ イ グは こ れ らの 仮説をさ らに詳 しく検討 し， 消費仮説， 人 口生態学仮

説 ， 人的資本論 ，
ス ク リー ＝ ン グ ・シ グナ リ ン グ論 ， 社会統制論 政治統合論 ， 規範

的統合論 ， 世界 シ ス テ ム 論 葛藤理論 ， 組織内部発達説の 10種類に 分類 した うえで ，

こ れ らの 諸説 は お お きくわ けて 2種類の 説明図式，すなわ ち教育 を供給す る側 （「集合

行為者 corporate 　actors 」）を重視す るか ， 教育需要 （「
一・一

次行為者 primary 　actors 」）

を重視す るか の ど ち らか に該 当す る と指摘す る
（3）

。 そ して ， こ の 教育の 供給と需要はい

ずれが教育拡大 に主 要な役割を はた す か は場合に よ る と して ， 教育の 需要と供給， 集

合 ・一次行為者の 双方を視野 に入れ た 理論枠組み を提供す る （Cra量g　 l981）。 さ らに，

こ うした観点 は ア ー
チ ャ

ーの 「形態変動論」 に も組み 込ま れ る こ とに な る
ω

。

　 こ の 教育拡大研究の 80年代以降の 研究動向は ， 階級だ けで な く ジ ェ ン ダー
， 人種，

民族性 な ど へ と視点 の 広 が りを見 せ ，研究対象 も
一

都市 に絞 っ た もの か ら地域 州 ，

連邦 レ ベ ル
，　 さ らに は国際比 較まで 多様性が み られ る よ うに な っ た　 （Rury 　1991 ；

Tyack 　and 　Hansot 　1990；Wrigiey 　1992）。 また ， 近年の 家族経済学の 視座，お よ び

世界 シ ス テ ム 論的な国際比 較の 視座か らの教育拡大へ の ア ブ U 一
チ は，新た な研 究関
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心を呼び起 こ して い る。

　そ こで ， 本稿で は， こ の近代 ア メ リカ におけ る公教育拡大に 関す る主要な研究の な

か か ら代表的な もの をい くつ か と りあ げ，理 論と分析枠組み ， 分析対象 ， デ
ー

タ の 種

類と分析 ， 理 論 ・方法論上の 問題点をそれ ぞれ検討する こ とに した い
。 以下 で は ， ま

ず 教育拡大の 社会史研究 の 中か ら重要 な業績 を い くっ か と りあげて みよ う。

1 教育拡 大の 社会史

　「ア メ リカ教育史研究 に ル ネ ッ サ ン ス が起 きて い る」 と ラ ザー
ソ ン が指摘 した の は

1973年の こ とだ っ た （Lazerson　l973）。 公教育の 拡大を ア メ リカ民主主義 の 進展 と結

び つ け， 公教育拡大 の おか げで 教育機会 は均等に な り， 国民の 人種的， 民族的な差異

は な くな り， 公教育 は雑多な背景を持つ 生徒を立派な ア メ リカ国民 とすべ く育成 して

きた と論ず る 「道徳訓話」 的な そ れまで の 進歩主義的教育史観は ，
60年代末か ら70年

代初め に か けて 発表 された リヴ ィ ジ ョ
ニ ス トた ちの 業績に よ っ て 批判 され ， おお き く

揺 らい だ％

　ア メ リカに お ける教育拡大の 社会史研究に リヴ ィ ジ ョ
ニ ス ト教育史観の 確立 を もた

らした 第
一

人者 は カ ッ ツ で ある （Katz　 1968　＝・　1971）。 特に 『初期教育改革の ア イ ロ

ニ ー』（1968） に み られ る従来の ア メ リカ 教育史の 進歩主義的解釈へ の 挑戦的姿勢は ，

と きに 「急進的」 と評 され るが
，

カ ッ ッ は こ の 業績に よ っ て ， リヴ ィ ジ ョ ＝ ズ ム に共

鳴す る ， あ るい は刺激を受 けた幾多の 後続 の研究 を導 く旗頭 とな っ た 。 彼の 問題関心

の 核心 は 「過去の 教育改革は労働者階級の 要求に よ る もの か 。 大衆教育は人道主 義 ・

民主 主義的見地か ら支持された の か」 とい うこ とで あ っ た （Katz　 1968，
　 p．2）。 分析

対象 は， 1852年，全米で最初に義務教育法 を制定 した マ サ チ ＝
一セ ッ ツ 州で ， 1840年

か ら60年代まで の 州 レ ベ ル の 教育統計 ，

一次 ・二次資料に基づ く因子分析 ， 相関分析

の ほか ， 州内の
一

都市 で 1860年 に行 な われ た高校存廃決議投票の 投票者の 職業 ・資産

別属性分析な どに よ り，教育改革を支持 した の が どの よ うな階層で あ っ たか をあ き ら

か に しよ うと試み る
（6）

。 そ の 結果，高校存続 を支持 したの は富裕層 で ， 労働者階級 は意

外 に も高校廃止を支持 して い た こ とが わか り，
19世紀半ばの 教育改革は民主 主義 ， 合

理主義 ， 人道主義的見地か らな された とい うの は神話に 過 ぎず ， 実際は そ の 地域の 支

配層 （中上流階級） に よ っ て 労働者階級に 押 しつ け られ た もの だ ， との 結論が導か れ

る 。

　 しか しなが ら， こ の リヴ ィ ジ ョ
ニ ス ト研究の パ イ オ ニ ア 的業績に も問題が な い わ け

で は ない
。 まず ， 彼の 理論 の 核心を なす ビ バ り一と い う一都市の 高校存廃に 関わ る投
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票者 の デ ー タ解釈 に は か な り無理 が あ る
〔T〕

。 とい うの は ， 中流階級 と労働者階級の 投票

デ
ー

タをみ る と，高校廃止賛成派 と反対派 は階級別 に そ れ ほ ど明確に わ かれ て い る わ

けで は な く， お な じ職業階層で も賛成 と反対はか な り拮抗 して い るか らで ある 。 つ ぎ

に ，

一都市の ケース ス タデ ィ か ら得 られた結論を ， 他の 二 都市の 場合 も考慮に 入れ て

い る とは い え ， 州全体 に も一般化で きる と して い る点で あ る
｛8｝

。 お な じ時期 マ サ チ ュ
ー

セ ッ ッ 州の リ ン とい う町の ケ ー ス ス タ デ ィ か らは ， カ ッ ツ の 引 き出 した結論 とは ま っ

た く逆 に ，公立高校教育は 労働者層が 富裕層に 押 しつ けた の だ とい う結論 が導かれ て

い る （Kaestle ＆ Vinovskis　1980
，
　 p．173）。 同じ州で も， 都市部と農村部，異 な っ た

種類の 産業都市の 比 較な どの 導入 に よ っ て
一都市の 分析結果の 相対化を図るこ と， さ

らに分析の 単位を州 レ ベ ル か ら地域 レ ベ ル （南部 ， 東部 ， 中西部 な ど） へ と引 き上 げ

る こ と が，こ う した過度 の
一

般化の 問題の 解決法 と して 考え られ る
（9〕

。 とは い え ， 事例

研究に よ る社会過程の 詳細 な検証の 強み は， マ ク ロ に み れ ば ひ とっ の 社会過程で あ っ

て も ミク ロ な 視点か らみれ ばそ の な か に は種々 の社会政治的力学が は た らい て い る こ

とをあ き らか に す る こ とがで き るとい う点に あ る。 特に ， 教育行政機構が ヨ ー ロ ッ
パ

や 日本の よ うに 中央集権的で な く地域的格差が大 きい ア メ リカで は，地方の 一都市に

絞 っ た事例研究 は教育 の社会史研究 の ご く一般的な手法で あ る
矼゚

。 また ， 地域 エ リー
ト

層対労働者階級 とい う図式 を強調す る あま り， 人種 民族 ， 宗教とい っ た要因が軽視

また は無視されて い る きらい が あるが
，

こ うした弱点 は後の 研究に よ っ て ある程度補

完 され て い る
“D

。

　 と こ ろで ，上述 した よ うに ， 同 じ く同時期の マ サ チ ュ
ーセ ッ ツ 州 を対象に ， カ ッ ツ

とは異な っ た 視点 か ら教育拡大 の 問題 に ア プ ロ
ー

チ した の が ケ
ー

ス ル と ビ ノ フ ス キ ス

で ある （Kaestle ＆ Vinovskis　 l980）。 彼 らは ， カ ッ ツ を筆頭 とす る急進的 ワヴ ィ

ジ ョ ニ ス トの 教育拡大研究 は，都市部 の教育拡大 に 目を奪わ れて い て 農村部 と都市部

との 差異 に無関心 で あ り， 階級間 の 葛藤と政治経済的側面に ばか り注意 して い て
一次

元的で あ る と批判 し， 教育拡大の 歴史過程を社会， 文化 ， 経済 ， 政治的側面を含あた

多次元か ら丹念 に記述 しよ うとす る。 彼 らは こ の ア プ ロ ーチを 「生態学的モ デル 」 と

よ び ， 複雑な教育拡大現象の把握に適す る と主 張す る。 デ
ータは州単位で ，

一次 ・二

次資料を もちい ， 1840年か ら1880年 まで の 人口 生態学的な変化 ， 就学率， 公立学校の

年間授業 日数，生徒の 出席率 な どの 推移を概観 した後 ， 都市部 と農村部で 教育拡大が

どの よ うに進 ん だ かを人 口規模別 の 就学率分析 に よ っ て 検討 して い る 。 そ の 結果 ， 農

村部の ほ うが都市部よ り就学率は 高い が ， 出席率は低 く，生徒 1 人 あた りの 年聞授業

日数 は都市部 の ほ うが多い こ とが あ き らか に され る。 また，13− 19歳児の 就学と児童の
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年齢 居住地 ， 親の 識字能力， 児童 の 性別 ， 労働 ・扶養者比率 （家庭内で の 労働者数

を被扶養者数で割 っ た値）， 民族性 ・職業 ， 親の 年齢 との相関 の 分析で は， 児童の 年齢

が もっ と も就学を予想す る要因で あ る とい うご く常識的な結果 ， お よび ， 労働 ・扶養

者比率は ，就学 と マ イ ナ ス の相関， っ ま り， この 率が高 くな れば な る ほ ど子供が就学

して い る可能性は低 くな る ， とい う予想 に 反す る結果が報告 されて い る （Kaestle ＆

Vinovskis　l980，　 pp．91−92）。

　こ うした数量的分析の 結果 ， 同規模の 町で あれ ば ， そ の 町の 経済活動， 人 口 の 宗教

的民族的構成 な ど に よ っ て 教育活動 へ の か か わ り方 も違 っ て くる こ とが 示唆 さ れ る

が ， 都市化 （； 人口 増加）や工 業化 （＝製造業へ の 移行） と い っ た社会変動が教育拡

大の 過程 に及ぼ した影響は数量的に は把握で きない と して ，
ボ ッ ク ス フ ォ

ー
ド と リ ン

とい うふ た っ の 町の 事例分析 に よ る質的な歴史過程の 検討 が お こ なわ れ る 。 これ と

い っ た産業 もな く都市化の 進行 か らも取 り残 され人囗減少気味の ボ ッ ク ス フ ォ
ー

ド。

靴製造業の 発展に ともな っ て工 業化 と都市化の 波 に の り19世紀後半 に人 口 が急増 した

リ ン
。

こ れ ら対照的な ケ ース の 比較に よ り，農村部 （ボ ッ ク ス フ ォ
ー ド）で は教育改

革 は なか なか進 まず 19世紀末まで 町に 公立高校がな い ほ どで ， その 政治的 ダイ ナ ミズ

ム は急進的 リヴ ィ ジ ョ
ニ ス トの研究が強調す る エ リ

ー
ト層対労働者層 とい う図式 で は

な く， 町の 東西に わか れ た教区間の 葛藤で あ る こ と ，

一
方で ， 新興都市 リ ン で は ， 労

働運動の 結果，労働者の 代表が市長 とな り政治の 実権 を に ぎっ て 労働者 の教育改革 へ

の要望 を と りい れ ， 富裕層の 消極姿勢に もかか わ らず労働者の 子供 たちの た め の高校

設立が 1850年に は実現 。 人口急増に つ れて 公教育制度も学年制の 導入な どに よ り着実

に 確立 して きた こ とが あきらか に され る （Kaestle ＆ Vinovskis 　1980，　Ch．6）。 さ ら

に ， 経済面の 分析で は，教員給与の 性別格差 と19世紀後半 に急速 に進ん だ教職 の 「女

性化」 の 関連が検討 され ， 政治面で は政党所属 と教育関連議題 へ の 投票行動の 多変量

解析が お こ なわ れ る。

　 結局 ， 彼 らの 「生態学的モ デ ル 」 とい う柔軟な理 論枠組み ， 数量的，お よ び質的分

析，豊富な デ ータ の活用 は ， この研究を非常 に 完成度の 高 い もの に して い る 。

一
次資

料を縦横に 駆使 しっ つ ，回帰分析 な ど の 多変量解析 もお こな うな ど ，
ゴ ー

ル ド ソ
ー

プ

が 歴史社会学研究の 成功例 と評す る ア ン ダー
ソ ン の 『19世紀 ラ ン カ シ ャ

ー
の 家族構

造』 （Anderson 　l971）を彷彿 させ る もの が あ る
ca

。 ただ し， 多変量解析 に お け る独立

変数 の 選択に は改善の 余地 が あろ う。 こ の 点，
の ち に と りあげる ウ ォ ル タ

ーズ の 分析

枠組み と変数 の選択が おお い に参考 に な る の で はな い だ ろ うか 。

　 と こ ろで ， 分析 の 単位を州で は な く一
都市 に限定 した研究 は ， 教育拡大 の 歴 史過 程
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の 地域的な差異を あ らたあ て認識させ て くれ る。 た とえば ，
19世紀後半 か ら20世紀前

半 に か けて の シ カ ゴ を舞台 に 繰 り広 げ られ た教育 改革 を あ ぐる複雑 な歴史過程 を，

「階級形成とそ の構造化」の視点か ら詳細 に あ とづ けた ホ ーガ ン の研究 （Hogan 　l978

：＝・1985）。 教育史学会の ヘ ン リー ・バ ーナ ー ド賞を獲得 した 78年の 論文 「教育とシ カ ゴ

労働者階級 の形成 ：1880− 1930」で は ， 「なぜ子供た ちが ますます長期間学校に い くよ

うに な っ た の か」 とい う教育拡大研究 に 共通の 問題 を ， リヴ ィ ジ ョ ニ ス トに基本的に

は 同調 しなが らも， 学校教育 を社会統制の 手段 とみ る急進 的 リヴ ィ ジ ョ
ニ ス トの 観点

を批判 し，
シ カ ゴ に特徴的な多民族か らな る労働者階級の 民族的差異 とそ れぞ れの 民

族集団の全体的な階級構造へ の 「応化 （accomodation ）」の 過程に焦点をあて て 分析

す る 。 上 に紹介 した 研究 に は なか っ た視点 ， と くに 人種 （白人 ・黒人）， 民族的背景

（出身国）を重視 し， そ れ らが 児童労働 怠学 ， 持 ち家 ， 就学 とど う関連 して い るか を

一
次 デ

ー
タ に もとつ い て 分析 して い る点が ， 北東部 と中西部 の 地域的差異 を反映 して

い る。 もちろん ， こ う した差異の背景に は ， 工 業化の 進展が あるわ けだ が ， その こ と

は 1840年 に わずか 4500人だ っ た シ カ ゴ の 人口が ， 1880年に は50万人 ， 1910年に は220万

人 へ と爆発 的に増加 した こ とに 象徴的に現れ て い る。 『階級と改革』に お け るホーガ ン

の 関心 は まさに こ の世界的な近代産業都市が産声を あ げ ， 工 業化 と都市化の 進展 に と

もな っ て 急速 に ア メ リカ資本主義社会 に特有の 階級構造 を形成 して ゆ く過程 に あ っ た

（Hogan 　 l985）。

　 シ カ ゴ の 経済発展の 軌跡 に刻み込 まれ た さ まざまな民族 ， 人種 ， 階級間の 政治的文

化的葛藤，経済的成功 ， 矛盾 ， 共同 と反 目を丹念 に描 き出す こ と に よ っ て ， 「市場革命」

が社会 に どの よ うな影響を及 ぼ し， さらに ， 教育制度， 教育改革の 方向性に どの よ う

な影響を与え て い た の か を検証 し， 急進的 リヴ ィ ジ ョ ニ ス トの 強調す る 「社会統制」

の 手段と して の 学校教育 とい う観点だ けで な く，「社会正義 （social 　justice）」や 「社

会民主主 義 （social 　democracy ）」「社会的効率 （social 　efficiency ）」とい っ た概念が

当時の 教育改革者の 考え方に 含まれ て い た こ とを彼は指摘す る　（Hogan 　 1985）。 ま

た ， 第一 ・二 世代移民 の 公教育観の 分析で は ， 各民族集団 の公教育へ の 見方 を特定の

民族に む けて 発行 されて い た新聞の 内容分析に よ り， た とえば ポ ー
ラ ン ド系移民は教

会を中心 と した宗教的 ・民族的ア イ デ ン テ ィ テ ィ を重視す る あま り ， 英語での 教育を

強要 さ れ る公教育 に は反対 だが ， チ ェ コ 系や ユ ダヤ系の 移民 は公教育を積極的 に支持

し， 各民族集団 ごとの 文化的伝統 の 違 い が公教育 へ の 態度に差異を もた ら して い た こ

とを あ き らか に して い る （Hogan 　1978・＝ ・　1985
，
　 Ch ．　3）。 結局 ， 移民の 教育行動は ， 賃

金労働 シ ス テ ム へ の 応化の 度合い と民族的伝統 との 相互作用 に よ っ て 決ま る ， と彼は
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結論づ け る （HQgan　l978，
　p．231）。 い い か えれ ば ， 移民 の子供 が学校に と どまるか ど

うか は，親が学校教育の 経済的価値 とそ の民族的連帯へ の 文化的影響を どの よ うに評

価す るか にか か っ て い る とい う こ とで あ る。

　『階級 と改革』で ホ ーガ ン が試み た各民族集団の 経済的 ・政治的 ・文化 的背景 の 詳

細な検証 は ， ケース ス タデ ィ の もつ 強み を十分発揮 して い る とい え る 。 さ らに， シカ

ゴ とい う分析対象の特異性が ， ボ ス ト ン やマ サ チ ュ
ーセ ッ ツ州 の 都市 の 分析で は認識

されなか っ た人種，民族性 とい う視点の 重要性をあ らた めて確認す る契機をわ れわ れ

に あた え て くれて い る。 とはい え ， 労働争議や教育改革をめ ぐる政治過程 の 叙述 は ，

錯綜 した政治的な ダイナ ミ ズ ム の 分析に は成功 して い るが ，

一
方で ， 第 3 章 （「教育 と

シ カ ゴ 労働者階級の 形成」の 再録） の デ
ー

タ以外 に ， た とえ ば シ カ ゴ全体 の就学率の

推移 ， 学校数 ， 教員数， 年間授業日数， 出席率とい っ た マ ク ロ な数量的デー タが ま っ

た くみ られ な い の は少々 残念 で あ る。

　さて ，
20世紀前半の シ カ ゴ の 教育改革の 政治過程を と りあ げた の は ホ

ーガ ン だ けで

は ない
。 リグ レ イ は 『階級政治 と公立学校 ： シ カ ゴ 1900− 1950』（Wrigley 　1982）に お

い て ，
シ カ ゴの 教育改革 を階級関係 の 視点か ら分析 し， シ カ ゴ の 労働者階級は ， 労働

運動を通 じて ，教育改革 に反対 どこ ろか，それ を積極的 に支持 し， 教育拡大に貫献 し

て きたが ， 中流階級は労働者階級の ため の 公教育拡大に 歯止 めをか け よ うと した とい

う （Wrigley 　l982
，
　 P．261）。 したが っ て ， 教育拡大は エ リ

ー
ト層 に よ っ て 労働者階級

に押 しっ け られ た もの だ とす る急進的 リ ヴ ィ ジ ョ ニ ス トの 説明図式 は ，
シ カ ゴの 事例

に は あて は ま らな い とい う。 た だ ， おな じ階級関係 へ の 関心か らシ カ ゴ を取 り上 げて

い る とは い え ，
ホ ーガ ン と リグ レ イ の 理 論枠組み の 違い は ， ホ

ーガ ン に よれ ば ， リグ

レ イ は階級の 「カテ ゴ リー分析」で あ るの に 対 し， ホ
ーガ ン の それ は ， 洗練さ れ た カ

テ ゴ リー分析に くわ え ， r階級形成の歴 史過程分析」で あ る点 に あ る
na

。 い ずれ にせ よ，

シ カ ゴ の 事例研究の 知見 は急進的 リ ヴ ィ ジ ョ
ニ ス トの教 育史観 へ の 強力 な反証 と な

り， 教育拡大 と社会階級 との 関連 に あ らたな議論 を提供 した こ とは確か で ある。

　
一

方， リベ ラ ル な教育史観 を擁護 し， カ ッ ツ らに代表 され る急進的 リヴ ィ ジ ョ ； ズ

ム を厳 し く批判す るの が ラ ヴ ィ ッ チ で あ る （Ravitch　 l974＝ 1977＝ 1983；Ravitch

and 　Goodenow 正983）。
カ ッ ッ とは 対照的に リヴ ィ ジ ョ ニ ス トの なかで もリベ ラ ル な

教育史家 ク レ ミ ン の 影響 の 強い ラ ヴ ィ ッ チ は ， 急進的 リ ヴ ィ ジ ョ
ニ ズ ム は，教育 の 歴

史を 「政治化」す る もの で は あ っ て も， 客観的な立場 か ら 「政治分析」 を お こ な うと

す る リ ベ ラ ル な教育史観 とは相容れ ない もの だ と批判 する （Ravitch　 1977
，
　 p．165

，

cC 　Cremin 　 1970＝1980＝1988）。 カ ッ ツ ， ス プ リ ン グ， ボ ー ル ズ ・ギ ン テ ィ ス ら急進
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派の 議論を ， 理 念的で 実証が 困難， あ るい は不能で ， 自己の 理論 を正当化するた め に

歴史を利用 し，非常 に 演え き的だ と断罪 し， 教育政策は い か に してで きあが り， その

過程で ，誰が ， どん な利害関心 を持 っ て その 過程に 参加 し， 結局誰が利益を得たの か ，

ほか に代替案 はなか っ たの か， な どとい っ た歴史的事実を政治的な側面か ら分析 し，

社会， 経済 ， 文化的文脈 にて らして 教育改革の 過程 を解釈する こ とが の ぞ ま しい 研究

態度だ と彼女 は唱え る 。 こ う した彼女の 基本的視座は ， 「学校大戦争 ： ニ
ュ

ー ヨ ー
ク市

1805− 1973：社会変動の 戦場 と して の 公立学校の 歴史』（Ravitch　l974），『苦難の 改革

運 動 （The 　Troubled　Crusade）：ア メ リカ教育1945− 1980』（Ravitch　1983）に共通に

み い だ せ る 。 た だ し， 上述 した よ うに ， ラ ヴ ィ ッ チ の 「政治分析」の 枠組み は，教育

拡大 ・教育改革の 過程の 「供給側」，あ るい は ク レ イ グの 枠組み か らみ る と 「集合行為

者」の 側 を重視す るた め，教育の 需要が い か に生 まれ るの か，「
一

次行為者」は教育改

革を ど うとらえて い たの か とい う問題 が なお ざ りに され る，とい う限界が あ る。 また ，

こ れ まで に と りあげ て きた教育拡大の 社会史研究と彼女の ア プ ロ ー
チ の も っ と も顕著

な相違 は，彼女 の 政治分析 に ま っ た く数量 的な分析は含 まれ て い な い とい う点で あ

る 。 あ くまで も，

一
次 ・二 次資料 を もち い た歴史過程の 「叙述」の ス タ イ ル は，教育

の 社会史 とい うよ り，通常の 教育史に 近い
。

　こ の よ うに
， 急進的 リヴ ィ ジ ョ ニ ズ ム

， リベ ラ ル 派 ，
ポ ス ト リヴ ィ ジ ョ ニ ズ ム とさ

まざ ま なパ ー
ス ペ ク テ ィ ブが しの ぎを削 りあ うなか で ， これ らの理 論的枠組みか らや

や距離をお き， 包括的な 視野か らア メ リカ教育史 をみ よ うとす るの が タ イア ッ クで あ

る （Tyack 　1974； 1976＝ 1993；Tyack 　and 　Hansot 　1982＝＝1990）。 彼 の 研究姿勢は ，

一
都市や

一
地方 に偏 らず ， ひ ろ く全米を 見渡 した うえで ，分析 の単位を 「国」 と し，

イギ リス ・フ ラ ン ス ・ドイ ッ な ど国際比較 の視点 もふ くめ
， 特定の イ デ オ ロ ギ ー

や ド

グ マ に と らわれ る こ とを注意深 くさけ る こ とに特徴があ る。 したが っ て ， デ ー タの 収

集は 二 次資料 の 比重が大 きい が ， もちろん
一

次資料もふ んだ ん に用 い られて い る。 ま

た ， 上 に取 り上 げた研究で は比較的軽視され て きた 「ジ ェ ン ダー
」の 視点を強調 する

点も特筆すべ きで あろ う （cf．　Tyack 　and 　Hansot　l990；Tyack 　1993）。 特に ，

ハ ン

ソ ッ トと共著の 「共 に学ぶ （Learning　 Together）： ア メ リカ の 学校に お け る共学 の

歴史』（Tyack 　and 　Hansot 　l990）は，機会均等 とい う面で は公 立学校 は
一

般社会の

社会制度 に くらべ よ り男女平等 で あ る こ とを論 じ， 教育史学界だ けで な くさま ざま な

方面か らお お きな 反響をよ ん だ
a4

。 19世紀初期か らすで に始 ま っ て お り，い まで は ア メ

リカ 人の 誰 もが し ご く当然 と考 えて い る公立学校で の 厂共学」制度 の歴史を，あ らた

め て なぜ 共学か と問い 直す本書 は ，
ア メ リカ教育史 に お ける リヴ ィ ジ ョ

ニ ス ト史観に
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「ジ ェ ン ダー
」とい うあ らた な視点を付 け加え る こ とに な っ た 。 また，学校を制度 とみ

な し， 制度 レ ベ ル の 　「ジ ェ ン ダー政策　（gender 　 policies）」 と　「ジ ェ ン ダー
実践

（gender 　practice）」を分析の枠組み と して ，

一次 ・二 次資料と写真を豊富に もちい た

分析手法 は，教室内外で 撮 られ た 教育現場 の 写真を た ん に 目を楽 しませ るた めで は な

く， ジ ェ ン ダー実践 の 「非介入的」観察の ひ と つ の 分析方法 と して きちん と位置づ け

て い る点に 目新 しさが あ る （Tyack 　and 　Hansot 　l990
，
　 pp ．293− 296）。 ただ し， こ う

した写真 は ， タイ ア ッ ク らも指摘す るよ うに ， 撮影の意 図 ， 切 り取 られ た場面以外 の

文脈 な どを明確 に把握 しな い限 り説得的 な議論の 根拠 とす るの は難 しい よ うに お もわ

れ る牝

　 と こ ろで
， タイ ア ッ ク の 教育拡大問題 に 関す る視点は，義務教育拡大の 歴史的解釈

をめ ぐる理 論を論 じた エ ッ セ イ に象徴的に あ らわれ て い る （Tyack 　l976）。 そ こ で は ，

まず， ア メ リカ義務教育の 歴史を 「第 1期 ：象徴的段階 （1850−1890）」 と 「第 2 期 ：

官僚制的段階（1890−1950）」に わ け ， 第 1期は ， 初等段階の 義務教育が確立す るが ， ま

だ学校教育制度の 組織的機構が 整 っ て お らず ， 義務教育その もの に 関す る イ デ オ ロ

ギ ー
論争の 時代 ， 第 2 期は ， 公 教育制度が拡大 し， 教育の 官僚制的管理体制が確立 し，

そ れ に と もな っ て イ デ オ ロ ギ ー
面で の 問題が うすれ て ゆ く時代 と認識 した うえ で ， 5

っ の 理論， す な わ ち  教育拡大の 政治的構成論 ，   民族文化的葛藤論，   組織統合論 ，

  人的資本論   マ ル クス 主 義的再生産論の 視角を比較検討 して い る 。

　 こ こ で い う政治的構成論 とは ， は じめ に ク レ イ グの 分類で ふ れ た政治統合論， す な

わち学校教育を通 じて 国民 の形成 と国家権力の正 当化が図 られ る とい う説で あ る 。 民

族文化的葛藤論とは ， すで に紹介 した ホ ーガ ン の研究に み られ る よ うな公教育を め ぐ

る民族 ・宗教間の 葛藤を重視す る立場で あ る 。
こ の 2 つ の 理 論は ， 大量 の 移民が ア メ

リカ に流入 し，移民を ア メ リカ 国民 と して い か に政治的
・
文化的に 統合 して い くか と

い う問題が 鮮明 に な っ た 時期， すな わ ち第 1 期に あて は ま る が ， 官僚制的組織機構が

整 っ た 第 2期に は説得力を欠 くとい う
。

ま た ， ア メ リカ社会全体に ひ ろ ま りっ っ あ る

大規模で ， 全国的な，官僚制的な組織形成 の波 は，専門職層 中流 階級の 犀主主義理念

と官僚的管理 経営技術の 合体の 結果 と して うま れ ， 教育制度の 拡大 ・整備 もこ う した

波 の うね りの 中 に あ る とす る組織統合説は傾聴に値す る が ，
こ う した組織変動の 傾向

を不 可避 な もの とみ る こ とに は問 題が あ る とい う。 人的資本論 に は た しか に
一

理 あ る

が ， 個人 の 経済的利益で な く集合的な 生産性の 向上 を強調 して い た 19世紀当時 の教育

観と は かみ あわ ない
。

さ らに
，

マ ル ク ス 主義的再生産論の 図式 は ， きわ めて 明瞭で あ

るが ，民族文化的な要因の は い る余地 が ま っ た くな く， なぜ都市部よ り農村部 で 教育
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拡大が は や く進ん だ の か も説明で きな い と ， こ れ らの 理論 の長所短所を指摘す る
。 結

論 と して は ， これ らの 理 論に 代わ る タ イ ア ッ ク自身の 理論が 提示 され るわ けで はな

く， 因果説 明の モ デ ル を明示す る こ との 重要性 ， 価値判断の 禁欲 ， 特定の 理論に 固執

す るこ とな く， 理論に よ っ て 説明出来な い 部分に素直に 目をむけ ， あ らた な説明の 可

能性を探 る こ とな どが示唆 される（Tyack 　 l976，　 pp．387−389）。 こ うした彼 の基本的

ス タ ン ス が ，
の ちの ジ ェ ン ダー研究 にむ か う素地 とな っ た こ とは明 らかで あろ う 。

　結局 ， 上述 の よ うに ， 学校教育を め ぐる階級支配 と社会統制を強調す る急進的 リ

ヴ ィ ジ ョ ニ ズ ム
， 人種 民族 ， 宗教 な どの 多元 的な視点を 取 り込ん だ ポ ス ト リ ヴ ィ

ジ ョ ニ ズ ム
， 急進的 リヴ ィ ジ ョ

ニ ズ ム に対抗す る リベ ラル な教育史観， さ らに近年 に

な っ て か らの ジ ェ ン ダーの 視点 の 追 加 と各史観の 相対化の動 き とい う構図が ， 筆者な

りに と らえ た教育拡大の 社会史研究の 動向で あ る。
そ の 一方で

， 社会学か らの 教育拡

大 へ の ア プ ロ
ー

チ に は ， こ れ ら社会史研究の ア プ ロ
ー

チ とは多少異な っ た角度 と視点

が みい だ せ る。 した が っ て ，っ ぎに ，教育拡大の 社会学的研究の い くつ か を と りあ げ

て みた い
。

2 教育拡大 の 歴史社会学

　教育拡大の 歴史社会学 的研究 に み られ る社会史研究 と は異 な っ た ア プ ロ ー
チ の う

ち ， 特 に顕著な もの と して ， 家族経済学的視点か ら，南部に お け る児童の 就学行動の

数量分析 をそ の 特色 とする ウ ォ ル ターズ の 一連の 研究が あ る （Walters　 l984・一 一 ・1986

＝・1990＝1992；Walters　and 　Briggs　 1993；Walters　 and 　James　 l992；Walters　 and

O
’
Connell　1988；Walters　and 　Rubinson 　 1983）。

　彼女の 主 な問題関心は
， 家族経済が児童労働 と就学 に どの よ うな影響をお よ ぼ して

い るか ， さ らに地域労働市場の 性格が 家族の 児童労働 ・就学 に関する意志決定 に どの

よ う に 関 わ りあ っ て い る か と い う こ と で あ る （Walters　 1984 ； Walters　 and

O ℃ onnell 　 1988 ；Walters 　and 　Briggs　 l993 ；Walters　and 　James　 1992）。 た とえば，

ブ i］ッ グ ス と共著の 最近の 論文 「家族経済， 児童労働 ， 学校教育 ：20世紀初期南部 の

事例」 （Walters　and 　Briggs　l993）で は ， 1910年 の ノ
ース カ ロ ラ イナ ・サ ウ ス カ ロ ナ

イ ナ両州の 国勢調査の デー タを もとに ， 家族を分析単位 と して 児童の 労働 ・就学状況

を人種別 （白人 ・黒人）に分析す る。 分析枠組 み は，まず児童 を 自人黒人 別 に 無就労 ・

農業就労 ・織物工 業就労 ・そ の 他の 産 業就労の 4 カ テ ゴ リーに 分類 し，年齢 （6−9，10

− 14
，

15− 18）・性別 に 就学率を算出 （従属変数）。 独立変数に は，児童の 属性 （年齢 ・

年齢の 二 乗
・
性別）， 家族資源 （戸主 の 識字力 ・家族構成人数 ・居住形態 ［持 ち家非農
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家 ・賃貸非農家 ・持 ち家農家］，戸主の 職業 ［農家住宅 ロ ー ン な し ・農家 ロ
ー

ン あ り ・

小作農家／非農家事業主 ・管理職 ・熟練労働］， 5歳以下幼児 の 有無，片親 ・母子家

庭 ， 家族あた りの就業者の 割合 ， 郡の機会構造 ［農業支配率 ， 黒人小作農の農業人 □

全体に 占め る割合，織物工業雇用率，同人種教師一児童比率］）が用 い られ ， 人種別 ・

性別に v ジ ス テ ィ ッ ク回帰分析が行な われ る
皿e

。

　就労産業を農業 ， 織物工 業 ， そ の他 の 3 っ に 区分す る背景 に は ， 南部で は ， た とえ

ば ， 織物工 業は 白人の 子供 をお もに雇用するが，林業や タバ コ 産業 は黒人成人男性を

雇用する とい う，南部地域特有の 人種別の 労働市場構造が あ る 。 そ の ため ， 織物工 業

が盛ん な地域で は 白人少年の 就学率がか な り下が る こ とに な る （cf．　 Walters　 and

James　 1992
，
　 p，644）。

こ うした地方 ご との 労働市場構造の 差異を考慮 に入れた児童

労働 ・就学分析が 行な われ る よ うに な っ た の は ， 比較的最近 に な っ て か らで ある （cf ．

Horan 　 and 　 Hargis　 1991）。 また，こ う した視点 と分析手法 は ， 上述の 教育の 社会史研

究に は み られ なか っ た社会学研究独特の ア プ ロ ー
チ で あ る 。

　結局 ， こ の よ うな分析の 結果あ きらか に され るの は ， 児童 の 農業労働は就学を妨 げ

な い が ， そ の 他 の 産業 に就労 して い る児童の場合 ， 仕事 か学校 かの 二 者択
一

を迫 られ

る こ と， 家族資源 は児童の 就労 におお い に影響 して い る こ と， 黒人教師が おお けれ ば

黒人児童の 就学率 もあが るが ， 白人の 場合は同人種教師一児童比率 と就学率 との あ い

だ に 関連はみ られ ない こ と ， 黒人児童 の 就学 に は家族資源 よ り学校資源 （＝同人種教

師
一

児童比率） が重要 な要因 とな っ て い る ら しく， さ らに それ は 過去に 蓄積され た学

校教育 に関す る人種差別の あ らわ れで ある こ と ， な どで あ る。

　 こ れ まで
， 都市部よ りも農村部で 就学率が高い こ とはよ く知 られ て い たわ けだが

，

近年の 歴史社会学研究の 成果 は ， そ の こ とを数量的に裏付け ， また なぜ そ うなの かを

地域 ごとの労働市場の 特色 ， 児童の 就労 ・就学形態の違 い に よ っ て 説明 して い る 。 た

だ ， ウ ォ ル タ ーズ の ア プ ロ ーチ に つ い て ， こ れ まで み て きた 社会史研究 と非常に対照

的な点 は， さまざ まな多変量解析の 手法を駆使 した数量分析に 徹 して お り， そ の た め

階級間 ・人種間の 政治的文化的葛藤とい っ た質的な 問題 もすべ て 計量的に把握で きる

範囲に 限られ る とい う点で あ る。 州政府の 持つ
一次資料統計を利用 して の 独自の 分析

枠組み とデ
ー

タ分析の 方法は ， 歴史社会学研究の 強み で あ る と同時 に ， 質的な情報を

い か に 理 論枠組 み に 組み入 れ て い くか と い う課題 も抱 えて い る
a°

。

　
一

方， こ う した 教育拡大の 微視的な 分析と は対称的に ， 国際比較や教育の 世界 シ ス

テ ム 論 ， あ る い は 「世界制度」論的な マ ク ロ な視点か らの 教育拡大の 分析 もあ る 。

　 ア メ リカ の 教育拡大を 直接問題 に したわ けで はな い が ，
ヨ ー ロ ッ

パ の 教育制度の 歴
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史的発達過程 の 比較歴史社会学を試みた ア
ー

チ ャ
ーは ， イギ リス

， デ ン マ
ー

ク ， フ ラ

ン ス
，

ロ シ ア の ヨ ー m ッ
パ 各国の 教育 シ ス テ ム を 「中央集権的制度」（フ ラ ン ス ・ロ シ

ア ） と 「非中央集権的制度」（イ ギ リス ・デ ン マ
ー

ク）に分類 して 比較す る （Archer

1979）。 社会全体あるい は教育シ ス テ ム の 「構造」と， そ の 枠の 中で あ る程度制約を受

けなが らも自由な行動を とる余地を持つ 個人間 の 「相互 作用」が教育制度の 発達と変

動を規定 し， その 変動の 過程は 「既存の 構造→ 社会的相互作用→ 構造の 洗練」 とい う

パ タ
ー

ン を繰 り返す とい う基本的な理論図式 に た っ て ， まず国家教育 （＝ 公教育）シ ス

テ ム 形成 と構造的洗練 ・変動の 過程の
一

般モ デ ル が提示され ，
っ ぎに各国固有の 公教

育シ ス テ ム の 歴史的発達
・構造変動の 過程が お もに 二次資料に よ っ て 検討 され る。 こ

の 理 論枠組み は ， さ らに 洗練され て 前述 した「形態変動論」へ とっ なが る こ とに な る 

　か つ て ， ア メ リカ教育シ ス テ ム の 発展構造を 「父権的任意制」 → 「企業的任意制」

→ 「民主的地方分権制」→ 「初期官僚制」と して 特徴づ けた カ ッ ツ の 議論 は ， この ア
ー

チ ャ
ーの 形態変動論の よ うに 明確に 理論化されて い る わけで は ない が

，
どち らも基本

的な歴史過程 の 認識図式 で ある とい う点 で は共通 して い る （Katz　 1975）。

　 しか しなが ら， そ もそ もア メ リカ の よ うに 非中央集権的で 「弱い 」 国家に お ける教

育制度の 発達過程に お い て は ， 「集合行為者」として 重要な役割をはた すの は国家だ け

で は ない
。 州政府 ， 教育委員会 ， 地域支配層 ， 労働者階級 ， 政党 ， 宗教集団 ， 民族集

団， 教職員組合な どとい っ た さまざまな集団の政治的力学が はた らき，そ の 結果，た

とえ ば義務教育法 の 成立 ひ と っ を と っ て も地域に よ っ て 大 きな 時期的ずれ が み られ

る。 したが っ て ，
ア メ リカ全土 の 教育 シ ス テ ム 発展過程を単

一
の モ デル で とらえ よ う

とす る こ とに は ， か な り無理 が あ る こ と もた しか で あ る。

　一
方 ， こ う した各国の 歴史 的経験 を比較検討 し教育拡大の 過程 を帰納的に 理論化す

る と い う方向性 とは逆 に ， 西洋教育 シ ス テ ム とい う近代教育制度 の原型が 世界的 に拡

散す る演 え き的な過程 と して 各国の 教育拡大 の過程を と らえ よ うとす る教育 の 「世界

制度論」と もい うべ き視点が最近 に な っ て あ らわれ て きた （Ramirez 　and 　Boli　1987；

Meyer 　and 　 Hannan 　 l979；Meyer 　et　al．1979；Meyer 　et　al．1991；Meyer 　 1992b；

Fuller　and 　Rubinson 　 1992）。 国際比較 と こ の 世界制度論的視座の 違 い は，前者は国

ご との 相違 を強調す るの に対 し， 後者は基本的に お な じ教育拡大 の 過 程 ， あ るい は近

代西洋教育の 制度化の 過 程が ，
一

国 の 経済 ， 政治 ， 文化的状況 に か か わ らず ， 世界中

で 進行 して い る と公教育制度拡大 の 普遍性を強調す る点 に あ る
ag

。

　彼 らの 問題関心 は ， まず工 業化 ・都市化 と教育拡大 の 相互 連関 へ の 疑義の 表明か ら

始 まる 。 就学率 は都市部 よ り農村部で 高 い こ と， 就学率の 上昇 は工 業化開始前か らす
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で に み られ る こ と ，
こ の 2 点に よ り ， 工 業化 ・都市化は教育拡大 を押 し進 め る要因で

は な い の で は ない か ， と彼 らは推察す る （Meyer　et　a1．1979）。 現在で は ， 工業化 ・都

市化 と教育拡大 との 間 に は負 の 相関が あ る と い うこ と は常識化 して い る が ， リヴ ィ

ジ ョ ニ ズ ム が登場 した70年代当初は ， 工業化 ・都市化は教育拡大に貢献 して い る と信

じられ て い た
ua

。
マ イヤ

ー らは ， 北部 と西部の 州 レ ベ ル の 就学率デ ー タ　（1870年か ら

1930年 まで） を もち い て ， 都市化 （人 口2500人以 上の 都市人ロ の 全州人口 に 占め る割

合） との 関連 を重 回帰分析 に よ っ て調 べ た結果 ，

一
貫 して 負の 相関が あ る こ とを確認

した
。 また， カ ト リ ッ ク人 口 ・移民人 口 と就学率 とが負の 相関 を示す こ とか ら， 社会

統制説や移民人 口の 吸収 と就学率の上昇との結び付きも否定 され た 　（Meyer 　 et 　 al ．

1979，pp ．604SO6）。 こ う した分析結果 と， その 他の 事実 ， す なわ ち  ア メ リカ は 19世

紀後半まで 圧倒的に非工 業的農村に 人々 はすん で い た
，   就学率は早 くか ら高か っ た

（1840年代 ， 5− 19歳白人人口 の 70％以上が就学），   国家統制は非常に 弱か っ た ，   就

学率 と（学校教育 の ）官僚制化 とは相関 しな い （就学率 と年間授業 日数 ・教育費 とは負

の 相関），   就学率は農村部の ほ うが 都市部よ り も高い か同程度 ， を考慮に 入 れた うえ

で ，
マ イ ヤ

ー らは ， 教育拡大は ， 社会の 都市化 ・工 業化の 結果 とい うよ り， 宗教の 制

度化の 過 程に お け る教会の 自主 的建設運動に似た ， 「近代国家」とい うひ とつ の 制度形

成運動 の 帰結で は な いか とい う仮説を唱え るに い たる 。

　 こ う した見方は， さ らに， いわ ゆ る教育 の世界 シ ス テ ム 論 また は 「世界制度論」

へ と発展す る こ とに な る。 世界制度論者は，
一

国 の 教育拡大 の 過程を， そ の 国に固有

の 特殊 な現象 とみ る の で は な く， 西欧大衆教育制度の 世界的規模の 制度化の 一
環 と し

て 把握 する （Boli　 1992 ； Boli　 and 　 Ramirez 　 1986；Boli　 et 　 al．1985；Ramirez 　 and

Boli　 l987；Ramirez 　and 　Ventresca　l992；Fulier　and 　Rubinson　l992；Meyer　1992

b）。
こ れ まで の さま ざま な教育拡大説明の理論が内発的な要因を重視 して きた の に対

し， 世界制度論は外発的な要因を強調す る点に そ の 特徴が あ る。 もち ろん
， 大衆教育

の 義務化 と制度化は 国家に よ っ て な され るわ けだ が
，

そ の 起因は ， 国家の 指導者が ，

暗黙 に せ よ ， 明示的 に せ よ ， よ き国民を育成 し国民の 統合を推進す ると い う大衆公教

育制度の 基本的理 念 を認証する こ とに ほ かな らな い と彼 らは主 張す る
ev

。 したが っ て，

国民国家の 政治的統合に 果たす教育の 役割を強調 する彼 らの 議論 は ， 上述 した ク レ イ

グの 分類で は 「政治統合説」とい う こ とに な るが ， 彼 ら自身の 用語 で は教育拡大 の 「政

治的構成」 説 とい うこ とに な る （Ramirez 　 and 　 Boli　 1987；Funer 　 and 　 Rubinson

l992）。

　 た とえ ば ， 世界制度論の 主唱者で あ る ラ ミ レ ス とポ リは，そ れぞ れ の 国 ご との 歴史
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的背景 の違 い に もかかわ らず， なぜ西欧の 近代国民国家が こ と ごと く大衆公教育制度

を採用 するよ うに な っ た の か とい う闘題関心 か ら， 分析の 単位を国家と して プ ロ シ

ア ， オ
ー

ス ト リ ア ， デ ン マ
ー

ク ，
ス ウ ェ

ー
デ ン

， イ タ リア ， フ ラ ン ス ， イ ギ リス の 西

欧諸国の 教育制度発達 の 歴史 （18
− 19世紀）をお もに 二 次資料に よ っ て 概観 し， 各国の

工業化の レ ベ ル ，階級構造，政治体制の違 い に もかか わ らず ， 国際情勢の変化によ っ

て あ らわれ た国家権力の 危機に際 して と られ た対応策は同様 で あ る こ とを確認す る。

そ の 各国政府共通の 対応とは ， 大衆教育へ の 国家的利害関心の 表明 ， 教育の 義務化 ，

文部省あ る い は教育担 当政府部門の 設置，既存 また は新設学校 へ の 国家 の監督権限の

確立，で ある（Ramirez 　and 　Boli　l987
，
　 p．9）。

こ う した大衆公教育制度の 確立 は ， 国

際社会の な かで 国家生存競争を勝 ち抜 くた あ の 国家形成過程 の 一
環で あ り， そ う した

過程 へ 国民 を動員す る手段 と して国家教育 （大衆公教育） シ ス テ ム が形成 され た と彼

らは解釈す る。 そ して ， で はなぜ国家形成 ， あ るい は国民国家の 制度化に と っ て 大衆

公教育制度 が必要で あ っ たの かを解 くカ ギ と して ， 国民社会 の ヨ ー ロ ッ
パ モ デル に 固

有の 5 つ の 制度正 当化の た めの 神話が 指摘され
，

こ れ らの 神話の ゆえ に 国家は子供の

社会化 に 利害関心 を持た ざるをえ な い こ とが論理的 に 導か れ る
P゚
。

こ う して ，
19世紀前

半か ら現代にか けて ， 近代西欧国民国家を モ デル と した大衆公教育の 制度化 は発展途

上国， 第三 世界を とわず， 着実にすすんで きた （Ramirez 　and 　Ventresca　1992）。

　世界制度論 の視点は ，な に に もま して われわれが 自明視 して い る教育の 価値， また

は教育は 「善」 だ とい う価値観が ど こ か らきたの か， とい う こ とをあ らた め て 考え る

契機を提供 して くれ る （Ramirez 　and 　Ventresca　1992；Meyer 　 1992b ）。 学校教育の

拡大を機能主義や階級支配の 観点とは ま っ た く異な る角度か らア プ ロ ー
チ する世界制

度論の パ ー
ス ペ クテ ィ ブは ， これか らの 教育拡大研究 に お い て 有力な パ ラ ダイ ム とな

る か もしれ な い （cf．　Craig　1981）。 ただ ， これ か ら世界制度論的研究に もとあ られる

こ とは ， なぜ個人 （市民）を構成単位 とす る近代国民国家の 理念が学校教育を強 く必

要 とする よ うに な っ た の か を もっ と くわ し く検討す る こ と ， 医療 ， 地方行政な ど社会

の 公共 サ ー ビ ス の領域 の拡大進化 と教育拡大の 関連性 （た とえ ば教育資格の 要求が教

育拡大に っ なが る等）の 検討， それ に教育専門職の 発展 とその 教育の 制度化 に果 たす

役割の 検討で あ る， と マ イヤーは指摘す る （Meyer　1992b）。 ま た ， 世界制度論者の 論

拠 とす る さま ざま な仮 定をわれ われ は今
一

度 うたが っ て み る （た とえば，国民社会制

度化神話は本当に存在 したの か等）必要 もあろ う し， 仮 に ， 西欧的大衆公教育の 世界

的規模 の制度化 が進行 して い る と して も， そ の 過程に は， どの よ うな行為者， あるい

は エ ー ジ ェ ン トが介入 し， た とえ ば集合行為者 と一
次行為者の 間で 制度化 を正 当化す
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るイデ オ ロ ギーは どの よ うに伝達 され，受容 され るの か ， とい っ た制度化進行の メ カ

ニ ズ ム に 関 して も も っ と議論 は深め られ る必要が あるの で は ない だ ろ うか 。

　 とはい え ， 教育 は どこ まで も際限な く拡大す るの だ ろ うか。 大衆公教育の世界的制

度化 はとめ どな く進行す るの だ ろ うか 。 この 点 に 関 し，
マ イ ヤ

ーは ， 教育拡大 を抑止

す る， ま た は 「冷却」す る要因の 検討の 必要が ある と指摘す る （Meyer 　l992b，　pp．236

−237）。 た とえ ば ， 教育が拡大 し， 就学率が 高ま る一方で
， 教育制度を通 じた社会の 階

層化が並 行 して す す む 。 しか しな が ら，
こ の 過 程は ， 同時に 教育制度 を介 した社会的

不平等 を も生み 出 して お り， もうひ とつ の 近代的価値で あ る平等の 理 念に 反す る。 教

育機会の 平等と結果の 不平等とい う問題 に い か に社会は対処すればい い の だ ろ うか 。

一定 レ ベ ル 以上 の 教育機会 を強力に 統制 する こ とがひ とっ ， また は義務教育以上の レ

ベ ル で もな るべ く機会の 平等を確保す べ く単線型の 学校教育制度 とす る こ とが もうひ

とつ の方策で あ ろ う。 後者の 方策を とるア メ リカ で ， 教育の 機会均等の 理 念 と社会 的

不平等の 現実が象徴的 に現れ るの が 2年制の コ ミ ュ ニ テ ィ カ レ ッ ジで あ る。

　 カ ラ ベ ル とプ リン トは， こ の 20世紀 ア メ リカ の発明で ある短期大学 がそ の設立の 理

念通 りア メ リカの 民主 主義と教育機会の 平等を保障す る教育機関 とな っ て い るの か ど

うか を ，
1901年の 最初の コ ミ ュ ニ テ ィ カ レ ッ ジの 創設か ら80年後に は i20e校を超え る

まで に急成長 した歴史を振り返 っ て 検討 した （Karabel　and 　Brint　1989）。 そ の 結果，

コ ミ ュ
ニ テ ィ カ レ ッ ジの 表看板で あ る 4年制大学 へ の 転学の 機会提供は実際に は ご く

わずかで ， 逆 に ，
4年制大学転学希望者 の ア ス ピ レ ーシ ョ ン を 「冷却」する機能が今 日

で は支配的で あ り， しだが っ て ，
コ ミュ

ニ テ ィ カ レ ッ ジ在籍者数の増加 は か え っ て既

存の社会的不平等構造 を強化す る結果 とな っ た とい う皮肉な事実が あきらか に された

（Karabel　and 　Brint　1989，
　 pp ．225−232）。 彼 らはま た，コ ミ ュ

ニ テ ィ カ レ ッ ジの 発達

の 歴史に は，生徒の 強い 転学需要に もか か わ らず ，
カ レ ッ ジ側は ， 組織の 生存をか け

て職業教育の 強化 を押 し進め た とい う経緯か ら， 制度論的説明が も っ と も適合す ると

主 張す る （Karabel　and 　Brint　1989 ，
　 pp，15− 17， 214− 220）。

　教育拡大が世界中で も っ と もすすん だ ア メ リカ で 生まれ た 2 年制短大は ，
い まで は

日本やそ の 他の 国々 で 制度化 されて い る 。 西欧大衆公教育 の世界制度化が 飽和状態 に

な り つ つ ある現在 ，次な る世界制度化の 起源はア メ リカ型大衆高等教育とい うこ とに

な る の だ ろ うか ？

おわ りに

本稿で と りあ げた 研究は ， これまで に 積み 重ね られて きた数多 くの ア メ リカ に お け
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る 「教育拡大」の 社会史 ・歴史社会学研究の ほん の
一

部に 過 ぎな い
。 ま して

， 「教育の

歴史社会学 ・ 社会史」研究一般 とな ると ， 初等 ・中等 ・高等教育 ， 学校研究 ， カ リキ ・・

ラ ム 研究 ， 教員あ る い は教職の 専門職化研究 ， ジ ェ ン ダー研究 ， 教育 の女性化研究 ，

事例研究， 地域研究， 国際比較な ど研究テ
ーマ は多岐に わ た りその 全体像を見渡す こ

とはか な り困難な仕事とな る こ とは間違い ない
。

　本稿の 末尾 に ， 筆者の 限 られ た知識の範囲内で 作成 した関連文献の リ ス トを掲載 し

て い る 。 読者独 自の 興味 と関心 に そ っ て こ れ らの 文献に あた っ て み られる こ とをお勧

め す る。

〈注〉

（1） そ の 結果 ， 左翼か らは ジ ェ ン ク ス
， ボ ール ズ ・ギ ン テ ィ ス らの 社会の 階級構造

　　そ の もの を問題視す る研究， 右翼か らは教育達成に おけ る伝統的な価値観 ， 家族 ，

　　文化規範の 重要性を再確認 し， 学校教育予算の 増加に よ る教育改革を疑問視す る

　　研究が で て きた とい う （Mirel　1993，
　 p．　viii）。

〔2＞ 「リヴ ィ ジ ョ s ス ト」「リヴ ィ ジ ョ ニ ズ ム 」に っ い て は ， カ ッ ツ 著 ， 藤田他訳 「階

　　級 ・官僚制 と学校』， 1989年，有信堂， 41頁の 解説 を参照 さ れ たい 。

（3＞ こ れ ら の 仮説の 詳細 に っ い て は ク レ イ グの レ ビ ュ
ー論文を 参照 され た い

　　（Craig　l981，　 pp．152− 157）。

〔4） ア ーチ ャ
ー

は ， ク レ イ グの 「集合 ・一次行為者」の 理論図式 を取 り入れ た うえ

　　で ，教育拡大の 過程を教育 シ ス テ ム の 構造的形態発生の過程 と して と らえ ，そ の

　　過程を 「離陸 ・成長 ・イ ン フ レ」 期に 分 け ， それ ぞ れ に対応す る教育拡大の メ カ

　　ニ ズ ム （集合 ・一次行為者の 力動関係）を特徴づ け た （Archer 　 1982
，
　 pp ．3−64）。

　｛5） ラ ザ ー
ソ ン は リヴ ィ ジ ョ ニ ス トと して まず カ ッ ッ ， グ リア ー， ス プ リ ン グを あ

　　げ ， さ らに ク レ ミ ン， ラ ザ ー ソ ン， メ ッ セ ー リ， クラ ッ グ， ケ ース ル
， タイア ッ

　　ク らを リヴ ィ ジ ョ
ニ ス ト的な 立場の 重要な 研究者と して 指摘 して い る。

一方， ラ

　　 ヴィ ッ チ は リヴ ィ ジ ョ ニ ス トの 中で も穏健 な ク レ ミ ン
・ベ イ リ ン と急進的な カ ッ

　　ツ ， グ リア
ー
， ス プ リ ン グ， ボ

ー ル ズ ・ギ ン テ ィ ス を区別 して い る （Ravitch

　　1978）。

（6） 詳 しくは 同書 Appendix 　A −D 参照 の こ と（Katz 　 1968 ，　 pp ．221− 279）。 ちなみ

　　に ， 就学 を義務づ け る法律の 制定時期は各州で 異 な り，
1852年の マ サ チ ュ

ーセ ッ

　　 ツ 州 を筆頭に ， 以下 ニ
ュ

ー
ヨ

ー
ク州（1853年），

D．　C．（1864年）と続き ，
49番目の ミ

　　 シ シ ッ ピ ー
州 が 就学義務法 を制定 した の は 1918年 の こ とで あ る （Richardson
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米国 に お け る教育の 歴史社会学 ・社会史研究

　 1984，Table　 1，　 p。476）。

（7） た とえば ， 「ビジ ネス 」 と分類 され る層で は賛成 と反対の 投票差 は ご くわ ずか

　で ， しか も少数の ため お そ ら く統計的な有意差 は な い もの とお もわ れ る 。

（8） カ ッ ッ は ，
こ の ビバ リーとい う

一
都市 の 事例が マ サ チ ュ

ーセ ッ ッ州全体に
一般

　化で きる典型的な事例か ど うか を 自問 した うえで ， 社会の指導層が労働者階級 に

　教育改革を押 しつ け る とい う図式 は
一

般化可能だ と主張す る（Katz　1968， p．86）。

19） リチ ャ
ー ド ソ ン に よ れ ば，国家 レ ベ ル の 動 き と各州の 特殊性とを同時に 視野に

　入れ るた め には ，
ア メ リカ に お け る教育拡大研究 の 分析 の 単位（unit 　 of 　 analy −

　 sis） は北東部 ， 中西部 ， 南部とい っ た 「地域」 とすべ きだ とい う（Richardson

　 1986，p．36）o

〔10） 代表的な事例研究 に は ， ボ ス ト ン （Katz　 1969 ；Schultz　 l973）， ニ
ュ

ー ヨ ーク

　 （Kaestle　1973；Ravitch　l974），
シ カ ゴ （Hogan 　l978＝ 1985；Homel 　1984；Wri −

　gley　 1982），
セ ン トル イ ス （Troen 　1975）， イ ン デ ィ ア ナ 州ゲ ー リー（Cohen 　1979

　 ＝ 1990） な どの 都市， あ るい は マ サ チ ュ
ー

セ ッ ッ （Lazarson　 l971；Kaestle　 and

　 Vinovskis　 1980）， カ リフ ォ ル ニ ア （Kantor　l988）とい っ た 州をとりあげた研究

　 が あ る。

ω　19世紀中期の カ ナ ダの ハ ミル ト ン 市を事例に ， 児童の 就学 と家庭背景要因との

　関係の 多変量解析を行な っ た論文で は ， 人種 ， 宗教 ， 民族性な どの 属性 も分析の

　変数に と りい れて い る（Katz　and 　Davey 　l978）。 彼 らは ， こ の分析の 結果 ， それ

　 ぞれ の独立変数 と従属変数 （就学）との 単純な因果関係で はな く， い くつ か の 独立

　変数の 組み合 わせ （た とえ ば ， 階級 ，宗教 t 民族性な ど）が就学行動 に及ぼす効果

　 が 大 きい こ とを示唆 して い る （Katz　and 　Davey 　1978，　 p．284）。

an　ち なみ に ，
ゴ ール ド ソ

ープの歴史社会学研究の 方法論批判は， 94年に British

　Journal　of　Socioiogy 誌上 で 同論文へ の反論を載せ た特集が組まれ るな ど，英社

　 会学界で 大 きな反響を呼ん だ （cL 　Goldthorpe 　 1991＝1994）。

（13　こ こで い う階級政治 の 「カ テ ゴ リー分析」 とは ， 政治過程 へ の 参加者 の社会背

　 景 ， ある い は政治的活動家の 言辞に 階級的関心が み られ る か ど うか を検討す るこ

　 と
。

こ う した政治的活動を す る個人 の 出身背景だ けで な く，な に が 政治問題 と

　 な っ て い る の か を社会構造 ， 富 の 分配，文化 の 3 つ の 領域に わ けて 検討 して み る

　 こ と も必要 だ とホ ーガ ン は強調す る （Hogan 　 1985，　 pp．　 xix − xx ）。

（1の　本書 に 関す る書評 は数多 く，歴史学者 だ けで な く， 教育学 ， 社会学 ， 女性学 ，

　 政治学関係 の 研究者か らも注 目を集 めた 。

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 71

N 工工
一Eleotronlo 　Llbrary 　



The Japan Society of Educational Sociology

NII-Electronic Library Service

The 　Japan 　Soolety 　of 　Eduoatlonal 　Soolology

  　た とえ ば ， 男子生徒 だ けが黒板に 向か っ て 算数の 数式を書 い て い る場面（237頁

　下段）。
こ の 写真だ けで は 「性差別」だ と断定 で きな い

。

〔IO　従属変数 の 計算法の 詳細に つ い て は ， 同論文167頁参照 。 持 ち家の 有無 ， 住宅

　ロ ー ン の有無 ， 非農家の 職業カ テ ゴ リーの 分類 は，家族資源の 保有度 を測定す る

　 ため の 指標 と して 用 い られて い る。

くln　最近 の 論稿で は，数量分析を補 う質的情報の 重要性をみ とめ ， 公教育拡大をめ

　 ぐる政治過程の 北東部と南部の 質的比較を試み て い る （Walters　 1992）。

  　「形態変動論」に は
， 前述の ク レ イグの 主張する 「集合 ・一

次行為者」の 枠組み

　が取 り込 まれ て い るわ けだが， これに よ っ て上述の 「社会的相互作用」の 概念 は

　い っ そ う明確 とな っ た （Archer　 1982，　 pp．3−−63参照）。

  　国別の 相違に っ い て は マ イヤ
ーfU（1991）を参照 。

  　た しか に，都市 の 人口 と年間授業日数， 学校予算との 相関をみ る限 り，正の 相

　関が あ る こ とは確か め られ て い る （Kaestle　 and 　 Vivnoskis　 I976；Meyer 　 et　 al，

　1979）。 しか しなが ら， 就学率と都市人 □比率 （2500人以上 の 都市人口 の 全州人 口

　 に 占め る割合）に は負の 相関が認 あ られ るとい う （Meyer 　et　al．1979）。 また ， 工

　業化 と教育拡大の 負 の相関 も指摘されて い る （Craig　 l981；Fuller　 and 　 Rubin −

　son 　 1992；Rubinson　 1986；Walters　 1984）。

  　た だ し， 世界制度論は単一の モ デ ル （た とえ ば フ ラ ン ス の 教育制度）の 世界的拡

　散 を主張 して い るわ けで は な く， あ くまで も西欧諸国全体 を通 じて 観察 され る
一

　種の 近代国民教育制度の 塑型 が大衆公教育の 理念型 と して の 役割 を はた して い る

　点を強調 して い る こ とに注意（Ramirez 　and 　Boli　1987
，
　 p．4）。

  　こ れ らの 神話に よ り，個人 とい う基本的単位の 集合体で あ る国家は，進歩とい

　 う集合的 目標に むか っ て お り，国民 の保護者 ， 進歩の 保証 人が国家で あ るか ら子

　供の 社会化を 「進歩」 に むか う べ く統制 して ゆ くこ とは国家の 重要課題で ある ，

　 とい う結論が論理的に 導か れ る （Ramirez　and 　Boli　1987，　 p．10）。 また ， 同様の

　 説明論理 は マ イヤ
ーの 議論に もみ られる （Meyer 　1992b，　p．233）。
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